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教育実習の現状と課題

高　橋　一　榮＊

　本調査は、新潟大学教育人間科学部の学生の教育実習に対する実態を把握し、もっ

て・附属校における教育実習改善の方向を探ること、および学部における教育実習事

前事後指導と教育実習との連携の問題点を明らかにし、その改善策を探ることを目的

としている。1999年度2年次観察参加実習および3年次秋期教育実習を対象に質問紙

により調査を行った結果、教育実習の果たす役割が予想以上に大きいことが明らかに

なった。また、学部における教育実習事前事後指導と教育実習との関連を、これまで

以上に図っていくことが必要であることも明確になってきた。

　キーワーズ：教育実習、観察参加実習、教育実習事前事後指導、IP／TV、　VTR

　　　　　　　1．調査目的　　　　　　　の実態に応じた・今後の教育実習のあり方を探

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。

　学校教育は大きく変化してきている。新しい　　　あわせて、教育実習と密接に関連する、学部

世紀である21世紀には、総合的な学習が小・中・　　における教育実習事前事後指導のあり方につい

高等学校に導入されるなど、これまでにない教　　ても、改善策を探ることを目的とする。

科の枠をこえた新しい教育活動が行われるよう

になると考えられる。

このような変化の時代にありながら、学鰍　　　　2・調査内容

育における諸活動、とくに、各学校や大学での　　　本学教育人間科学部学生の教育実習に対する

教育実習に関する活動は大きな変化をみせてい　　問題意識の調査を内容とする。

ない。むしろ、旧態依然とした教育実習や学部　　　主な調査項目は以下のとおり、詳細は、本論

における事前事後の活動が行われているのが実　　文末尾の質問紙を参照されたい。

態であり、これでは、変化の激しい時代の教育　　　（1）教育実習

に対応できる教師を育成することは不可能であ　　　　ア　教職希望の有無

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　教育実習の充実度

　そこで本調査では、新潟大学教育人間科学部　　　　ウ　教育実習経験後の進路の変化

学生の教育実習について実態を明らかにし、そ　　　（2）観察参加実習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　教職希望の有無

＊新潟大学教育人間科学部附属新潟中学校副校長　　　　イ　教育実習の充実度

碗c8P励α’ﾏα1．八碗80’αル敏ガ研’幼　Sc伽1　　　ウ　観察参加実習経験後の進路の変化

ノ1が魏α∫α1ω励〃詑Dθ加κ〃z翻oゾ猷蜘8故〃z　　以上の主項目について、教育実習生および観

姻撫㎜S漉πc8八碗8伽翫ゴ卿sゴ’ア．　　　　　察参加実習生について、問題意識を探ることに

　5214．八％雇一〇加’αrc加1Wゼ80’α窃》y．ル加η　　　　　した。
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3．調査方法　　　　　　　　　　　　5．結果と考察

　（1）調査実施期間　　　　　　　　　　　　　　5．1　教職希望の有無

　　ア　教育実習………1999年10月16日　　　　　（1）教育実習

　　イ　観察参加実習…1999年11月10日　　　　　【全　体】

（2）調査対象者

　　　　教育実習（3年次）　　　34名　　　　　　　　　教職希望あり　　　　　希望なし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　65％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35％
　　　　観察参加実習（2年次）103名

（3）実習期日

　　ア　教育実習　　　　　　　　　　　　　　　　【教科別】

　　　　1999年10月4日～10月16日（10日間）　　　　　　　教職希望あり　　　　希望なし

　　イ　観察参加実習　　　　　　　　　　　　　　国語

　　　　1999年11月8日～11月10日（2．5日間）　　　社会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理科
　　　　　　　4．基礎資料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　音楽

4．1　教科別男女別人数　　　　　　　　　　　美術

（1）教育実習　　　　　　　　　　　　　　　　　保体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技術

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家庭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　英語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別科

国 社 数 理 音 美 保体 技家 英 別 計

男 1 3 0 0 1 1 1 2 2 0 11

女 3 2 2 2 4 2 1 5 0 2 23

計 4 5 2 2 5 3 2 7 2 2 34

国 社 数 理 音 美 保体 技 家 英 計

男 3 11 6 6 2 2 1 2 2 3 38

女 9 21 2 5 12 6 1 0 6 3 65

計 12 32 8 11 14 8 2 2 8 6 103

50％　　　　　　　　　　　　　50％

80％　　　　　　　　　　　　　20％

100％

50％　　　　　　　　　　　　　50％

40％　　　　　　　　　　　　　60％

33％　　　　　　　　　　　　　67％

100％

0％

60％　　　　　　　　　　　　　40％

100％

100％

（2）観察参加実習　　　　　　　　　　　　　　　（2）観察参加実習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【全　体】

教職希望あり
　　57％

希望なし
　43％

4．2　主専攻・副専攻別人数　　　　　　　　　【教科別】

（1）教育実習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教職希望あり　　　　希望なし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　音楽

（2）観察参加実習　　　　　　　　　　　　　　　美術

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技術

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家庭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　英語

国 社 数 理 音 美 保体 技家 英 別 計

主 2 4 2 2 5 3 2 7 2 2 31

副 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3

計 4 5 2 2 5 3 2 7 2 2 34

国 社 数 理 音 美 保体 技 家 英 計

主 6 25 8 11 13 8 2 2 8 5 88

副 6 7 0 0 1 0 0 0 0 1 15

計 12 32 8 11 14 8 2 2 8 6 103

75％　　　　　　　　　　　　　25％

41％　　　　　　　　　　　　　59％

75％　　　　　　　　　　　　　25％

73％　　　　　　　　　　　　　27％

57％　　　　　　　　　　　　　43％

50％ 50％

50％　　　　　． 50％

100％

50％　　　　　　　　　　　　　50％

66％　　　　　　　　　　　　　34％
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【考　察】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ていただいた。　　　　　　　　　　（2）

ド’…’…’……’…’…’””…°“………’iイ指導体制

　・教職希望の有無について・教育実習生　i　　　°指導してくださる教官が熱心で・しかも

　　（3年次）は65％が教職を希望している。i　　　　学生の主体性を尊重してくれた。　　（7）

　　観察参加実習生（2年次）は、およそ57i　　　・授業時に自分たちで反省し、それに指導

　　％が教職を希望している。　　　　　　　i　　　　教官の意見を加えてもらった・それが大

　・教科別にみると、2年次実習生では、社　i　　　　変勉強になった。　　　　　　　　　（4）

　　会・音楽・美術・保健体育・家庭などの　i　　ウ　実習授業

　　教科で教職希望が少なくなっている。そ　i　　　・最初授業がうまくいかなかったが、指導

　　の傾向は、3年次実習生についても、ほi　　　　を受け、どこをどのように変えたらよい

　　ぼ同様なことが言える。　　　　　　　i　　　　かがわかり、少しずつ授業がよくなった。

　＊教職希望が少ない教科では、教育実習の　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）

　　内容を、全員が教職希望であることを前　i　　　　・小学生と中学生の違いがよくわかり、学

　　提とした内容から、変える必要はないか。i　　　　習者の支援をどこまで行えばよいか、生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徒達に任せるか、などがわかってきた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）

5．2　教育実習の充実度について　　　　　　　　　　・実際に生徒を前にして授業を行うことで、

　教育実習・観察参加実習の充実度について、　　　　　発問・机間指導・板書などから、講義だ

評価項目を設定し、その項目ごとに概要をまと　　　　　けでは学べないものを学ぶことができた。

めて記述した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）

　《評価項目》　　　　　　　　　　　　　　　　　工　生徒理解

「6磁曇こぞ器ら論齢多茄£i　°糊2鑑慰齢二隷驚乏髭

②苦労は多かったが・得るものもあったi　てきた・　　　　　④
　③苦労ばかりが多く、得るものがあまりな　i　　　・清掃時など思いきって生徒に話しかけた

　　かった　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　ら、気軽に話すことができた。　　　（3）

　④毎日がゆううつで、得るものはなかった

　⑤良かったとも、悪かったともいえない　　i　②　「苦労は多かったが、得るものもあった」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1　　ア　実習授業

　（1）教育実習　　　　　　　　　　　　　　　　　　・指導案を書くことが、予想以上に難しく

29　4％　　　　　．、冊肇　　舞　　　欝67　7％中　　時褻　　　　　馨

　　　　　　　　　　　　　　　　④2．9％　　　　　　　てきた。　　　　　　　　　　　　　　　（7）

【主たる理由】（記述はその概要。数字はその実数）　　　　　・実習を進めるにつれ、よい指導案を書く

①「大変充実しており、得るものが多かった」　　ための時間が多くかかり苦しかった。（5）

　ア　学校の受け入れ態勢　　　　　　　　　　　　イ　生徒理解

　　・教職員や生徒など、学校全体が実習生を　　　　・得ることよりも、生徒との心のすれ違い

　　　歓迎してくれていると感じることができ　　　　　に心を悩ませた。　　　　　　　　（4）

　　　た。　　　　　　　　　　　　　　　（8）　　　　・完歩大会などの行事で生徒と一緒に活動

　　・生徒のみなさんに、大変あたたかく迎え　　　　　でき、そこから学ぶことが多かった。（3）
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　ウ　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食・清掃・部活動等で生徒と行動を共に

　　・忙しくて寝る時間がなかったけれど、自　　　　することができた。　　　　　　（8）

　　　分の勉強不足や力不足を実感できたし、　　　　・私としても、とても楽しんでやれた。生

　　　今まで思ってもみなかったことに気づい　　　　　徒といろいろ活動できたし、中学生に戻っ

　　　たりすることが多くあった。　　　　（2）　　　　た感じがした。　　　　　　　　　（5）

　　・教師になるつもりはなく実習に参加した　　　　・疲れたが生徒を第3者的に客観的に見る

　　　が、いざ実習が始まってみると、私の大　　　　　ことができ、生徒の様子をじっくり観察

　　　学生活で最も充実した2週間であり、い　　　　　できた。　　　　　　　　　　　　（3）

　　　やなこともあったが、それ以上に感動す

　　　るできごとが多くあった。　　（2）②「苦労は多かったが、得るものもあった」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　観察参加授業

④「毎日がゆううつで、得るものはなかった」　・授業を5限も立ちっぱなしで観察するの

　・教師としての技量不足を感じた。　　　　　　　　には疲れた。しかし、授業は新鮮だった。

　　　　　　　　　　　　　（1：教職希望なし）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・授業のどこをどのように観察したらよい

　（2）観察参加実習（評価項目は教育実習と同じ）　　　　　　か迷った。そのくらい授業が自分たちの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時と変わっていた。　　　　　　　（7）

　　　　　　　　　　　　　　③L9％　　　　　　　イ　生徒理解
　　　　　　　　　　　　　　④1’9％　　　　　　　・なかなか生徒と話すことができず、3日

【主たる理由】（記述はその概要。数字はその実数）　　　　　間苦労した。　　　　　　　　　　⑮

①「大変充実しており、得るものが多かった」　・大学の授業で中学生についていろいろ学

　ア　観察参加実習授業　　　　　　　　　　　　　　　んできたが、実際に中学生を目の前にす

　　・中学生の時に受けた授業と、観察した授　　　　　ると、その対応に苦労して大変だった。

　　　業は大きく違っていて、教育の方向が変　　　　しかし、少しずつ生徒の考えることがわ

　　　わっていると実感できた。　　　　　⑮　　　　　かってきた。　　　　　　　　　　　（8）

　　・自分の担当教科で素晴らしい授業を観察　　　ウ　その他

　　　できて、大いに刺激された。　　　　（7）　　　・朝早く起きたりするなど生活のリズムが

　　・授業がおもしろく、生徒の反応もすごく　　　　違って肉体的にも疲れた。　　　　⑳

　　　よくて、私が理想とする授業をたくさん　　　　・学生でなく教師（社会人）として扱われ

　　　見ることができた。　　　　　　　（3）　　　　るため不慣れな面が多く、精神的にも疲

　　・現場の授業が構築的であり、よく考えら　　　　　れた。　　　　　　　　　　　　　　⑳

　　　れていることがわかった。　　　　　（3）　　　・帰宅してからの日誌や記録の清書など、

　　・毎日新しいことの発見があり、参考になっ　　　　　慣れない作業が多く疲れた。　　　　⑮

　　　た。　　　　　　　　　　　　　　　（2）　　　　・着任式での校歌、離任式での生徒の合唱

　　・自分の中であいまいだった生徒像・教師　　　　　に感動した。　　　　　　　　　　（8）

　　　像・学校像をしっかりとみることができ

　　　た。　　　　　　（2）③「苦労ばかりが多く、得るものがあまりな
　イ　生徒理解　　　　　　　　　　　　　　　　　かった」

　　・いろいろな子どもと話すことができ、給　　 ・もっと生徒とのコミュニケーショソがと
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　　　　　　　　　　　　　　（1，＿の一一縣羅…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　　　　　　　■　．四四．．．．霜r　．．A．．．．、．．．　．．．・．．．．．．●．．　．　．，　．．㌔　　ウ、．．　．詠、．●卜．

　　・どう生徒と接していいかわからなかった。

　　　自分が中学生の時は教師という存在をプ　　【主たる理由】

　　　ラスにとらえず排除するイメージがあり、　　○説明がわかりやすく、的確で丁寧だった。

　　　教師という立場になりたくなった。　　　　　○学校や生徒の生の声を聞かせてくれたから、

　　　　　　　　　　　　　　（1：教師希望なし）　　　　不安が少しなくなった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×もう少し時間をかけて丁寧に説明して欲し

⑤　「良かったとも悪かったともいえない」　　　　　かった。

　　・実習期間が短く、自分の考える活動が十

　　　分できなかった。　　　　　　　　　⑮　　　イ　授業と指導案（50分＋放課後）

　　・教科の学習では大変参考になったが、生　　　　　　　　　　　　　　　　担当研究・教科主任

＿一鮒鷺鰹欝撚甑lll〔雛繋鎚醗導で留意］

　　　れるはずだったのに、消極的で、有意義　　について、教育実習では5つの項目で、観察参

　　　な時間が過ごせなかった。　　　　　　　　加実習では4つの項目で、その充実度を下記の

　　　　　　　　　　　　　　（1：教職希望あり）　　4段階の選択肢で問いかけ、その主な理由も記

　　・教師の意図は理解できたが、その時々で　　述することとした。

　　　の子どもの反応をみても、その反応がよ　　　《評価項目》

．説欝詮磁騰鴛海蕩満轟ボ………零
　　　た。楽しいと感じることはできなかった。　i②かなり満足できる

　　　　　　　　　　　　　　（1・教職希望なし）　i③ややものたりない

　　・時間が早く感じられ流れるように過ぎて　i④不満である
　　　いった。眠さにも勝てなかった。　　　　L…一・…一…一…一……一…一・一…一……・…一……………・…1

　　　　　　　　　　　　　　（1：教職希望あり）　　　（1）教育実習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　オリエソテーショソ（50分）担当実習主任

　　　師は違うクラスにいっても、結局は似か

　この項目については、考察をあえて加え

なかった。記述された概要をみると、その

傾向をとらえることができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【主たる理由】

5．3　教育実習の内容別充実度　　　　　　　　　○わかりやすい見本の資料を配ってもらった

教育実習期間中に行われる、　　　　　　　　　　　　り、授業参観で一度指導案を書くなど練習

　　・オリエソテーショソ等　　　　　　　　　　する機会を与えてくれたから。

　　・教科指導　　　　　　　　　　　　　　　　　　○一方的に説明されるだけの授業でなく、自

　　・学級指導　　　　　　　　　　　　　　　　　分たちで作業できたから。
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×もう少し具体的に指導案の書き方を、教科　　　○クラスの現状や学級担任の方針がきちんと

　ごとに教えて欲しかった。　　　　　　　　　　説明され、よくわかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○子どもたちと1日でも早く仲良くなれるよ

ウ　当校の教育（50分）　　　　担当副校長　　　　う、細かいところまで指導してくださった。

［繋灘稟潔難ざす〕9拳雛書熱窮鰻蠣嘉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　オリエソテーショソ（50分）

【主たる理由】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当実習主任

1萎雛謬騰難i：ひ嚢［1三欝潔農よ倒

問に思ったから。

工　教科指導（授業時・毎日放課後）

　　　　　　　　　　　　　　担当　教科担任

　　　　　　　　　　　　　　羅灘灘灘、綴　　　　×周りもうるさく、説明がよく聞こえなかっ

　　　　　67職　　1灘32㌦難　　た・　　　．
　　　　　　　　　　　　　　騰．麟1灘灘　　　　×説明の内容、とくに観察記録のとり方やレ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポートの書き方などわかりにくかった。

【主たる理由】　　　　　　　　　　　　　　　　×学部での事前指導が不十分で、持ち物や提

○指導教官が熱心に、教材研究の仕方や指導　　　　出書類（着任届・履歴書）などの提出が不

　案の書き方などを指導してくれたから。　　　　　十分であった。

○その日の反省や次の授業の話し合いなどが

　的確にできたから。　　　　　　　　　　　　　イ　観察記録

×教官が多忙で少し時間が不足していた。

×実習担当時間が少なかった。

オ　学級指導（毎日放課後）　　担当学級担任

〔灘翻：：ll罐級生徒の特欝］【譲罪駄つくことがあり、記録してしπ

　授業観が変わった。

○授業での生徒の反応をみるのが楽しかった。

×観察や記録の内容、その書き方が不明確で

　よく書けなかった。

【主たる理由】　　　　　　　　　　　　　　　×観察授業中、立ちっぱなしでいることは、
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C．・：・：・：｛・。・。・：・：ζ・踵・：：・：：

　①
R8．8％

　　　　　　．鳩薄．
@　　　　…・…・………・……・羅　　③灘……：②・…・…1…39・§撫・・i・　18・5％

D溺：：：‘．・．・．

④3．9％

　体力的にきつかった。　　　　　　　　　　　【考　察】

×実習に対する自分の意識不足で内容が充実　　；一…・…・一…・一・……一・一・一…一一・…・一・一・一………一…i

　しなかった。　　　　　　　　　　　　　　…・教育実習については、教科指導で67・6％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が「十分満足できる」と答えており、

ウ　教科指導　　　　　　　　　　　　　　　　；　「かなり満足できる」32．4％を加えると、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100％になり、全員がこのどちらかに属

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　することから、教科指導については成果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を認めることができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　④39％　　　i・観察参加実習についても、教科指導でi

【主たる理由】　　　　　　　　　　　　　　　i　「十分満足できる」「かなり満足できる」

○教科担任が熱心で、よく教えてくれた。　　　i　を合わせると、78．6％となり、教育実習

○新しい授業の方向がわかり、指導観が変わっ　　i　と同様に考えることができる。

　た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：・オリエンテーション及び授業と指導案、

○楽しい授業が多くみられた。　　　　　　　　i　当校の教育、観察記録の内容については、

○担当教官から、学生の質問によく答えても　　、　学生のニーズに応じて改善していく必要

　らった。　　　　　　　　　　　　　　　　i　がある。

×観察授業が少なすぎた。（1日2回）　　　　i・学級指導については、教育実習では「十

×教科担任と話し合う時間が不足していた。　　i　分」「かなり」を合わせると70％以上が

　もっと話を聞きたかった。　　　　　　　　　i　充実感を得ていると回答している。観察i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加実習では、その充実度は、教育実習

工　学級指導　　　　　　　　　　　　　　　：　に比して低くなっている。観察参加実習

の2．5日という日数が、その結果に影響

していると考えられる。

④39％　　　　＊教育実習、観察参加実習とも不十分な点

【主たる理由】　　　　　　　　　　　　　　　　、　は、指導案の書き方、観察記録の仕方な

○学級担任から、クラスの実態について詳し　　…　ど、学部での事前指導と関連するものが

　く話してもらうことができたので、クラス　　i　多い。また、実習での持ち物、提出物の

　の実態がみえてきた。　　　　　　　　　　　i　連絡不徹底など、学部と附属の連携が不

○担任が実習生一人一人の話を聞いてくれ、　　i　十分なことが原因となっているものも多

　嬉しかった。　　　　　　　　　　　　　　　i　い。学部での事前指導の内容の検討や、

○学級のことだけでなく、人生観についても、　i　実習に臨むにあたっての連絡事項の徹底

　担任と語ることができた。　　　　　　　　　i　など、十分に図ることが必要である。ま

×時間不足で、話し合いの場が十分設定でき　　i　た、実習期間が、短すぎるなどの物理的

　なかった。　　　　　　　　　　　　　　　i　な問題点もあげられている。

×クラス名簿などクラスの情報をいただきた　　L………・一一・……・……・……・…一………一・一・…一・一一・・－1

　かった。（一部のクラス）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．4　教育実習事前事後指導について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この内容については、アソケート項目の関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で3年次教育実習学生のみに実施した。その充

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実度については、次のようになっている。
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たり、IP／TV等＊を利用して附属校での

授業をデュアルタイムで学部で放映し、

授業者の意図、生徒への対応などを検討

できるシステムなどの導入が急がれる。

【主な要望事項】　　　　　　　　　　　　　　…　　（IPITVは、附属新潟中学校には試み

　・教育法は3年生、事前指導は2年生だった　　；　として設置されており、活用可能である。）

　　ので、指導案の書き方についてもっと時間

　　がほしかった。　　　　　　　　　　　　　　i＊事前指導の内容の一貫性・整合性につい

　・模擬授業を取り入れたり、授業の様子をV　　！　て、再度確認する場と時間が必要である。

　　TRで流してポイソトを説明するなど、具　　　　現在授業を担当している者は、全員で集

　　体的な取り組みがほしい。　　　　　　　　　　まり検討する機会もなく、それぞれが1

　・学生たちに、もっと考えさせるような問題　　i　講義ごとに完結している状態にあり、教

　　提起を必ずしてほしい。なあなあで終わっ　　；　育実習の事前学習としての機能を十分果

　　てしまう講義がいくつかみられた。　　　　　…　たせていない。

　・具体的な生徒の様子にもとついた指導を期　　1・一一…一……・…………一・一・…一……・・……・一・

　　待する。　　　　　　　　　　　　　　　　　町’／TV：マルチメデイアデータ（ビデオ’オ『デイオ’

・鶏に授業を行うにあたって役立つことを　蟹b），鞠㌫驚裳騨躍議；諺勇

　　教えてほしかった・　　　　　　　　　　　　ソド配信などができる。

　・副専攻についても、事前指導はあったほう

　　がよい。　　　　　　　　　　　　　　　　5．5　教育実習・観察参加実習後の教職に対

　・どのような働きかけをしたら子どもが疑問　　　する意識の変化について

　　を抱くのかということなどを、教科別に具　　　教育実習及び観察参加実習後に、教職に対す

　　体的に教えてほしい。　　　　　　　　　　る意識に、どのような変化が生じたかを探って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みた。

【考　察】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育実習・観察参加実習とも、「プラス傾向」

罫臓識；鋤嘉曼誰鹸∫澗欝鰹こζイナス傾向」のものを左

　　を選択した者は0であった。「ある程度．　　また、「その他」「無答」「迷っている」「特に

　　役立った」は41％であったが、「あまり　i　なし」などについては、下方に示すことにした。

　　役立たなかった」、「全く役立たなかった」、i　点線の囲みの中の記述は、それぞれの主な意見

　　「どちらともいえない」が、全体の約60i　である。あわせて、「プラス傾向」「マイナス傾

　　％を占めていた。　　　　　　　　　　i　向」の割合の中で占める「教職希望の有無」に

　・主な要望事項を見ると、具体的な授業に　i　ついても、実践の矢印で、その率を示した。

　　基づく取り組みを要望する者が多く、V

　　TR等を取り入れ、授業場面に応じた対

　　応の仕方などを望む声が多かった。

＊基本的な理論は最低限必要であるが、観

察参加実習や教育実習という内容の性格

を考えると、VTRを取り入れ、具体的

授業場面に即して対応の仕方を考えさせ
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（1）教育実習

n＝34
　　　　　　　　　　　　　　　　マイナス傾向

観灘盤篇こ；　②
i・教師に向いていないというi　　／／　　＼・、、

i　ことが、わかってきたから。i　，”、
i・思うような授業ができず、i　l　　，．，

…・難慧鉾灰璽1レ1

教

育

実

習

　プラス傾向

　　　①　i’書甑宴蕊議
／’@i　　　　　i　業のすばらしさを感じたら。i
1’@　　：　　　　　　・中学生と接して、中学校にi

、529Q潔灘藷分もやつi
＼、　！　　　　　i　てみたいと思ったから。　i
　’㌔」　　　　　　　　　　・……………・…一・………………　……・

1…・一……・・…・……一一……・－11　　　／　　　17．7％，’”　　ノ

i・別・やりたいことへの夢がi”・、　　／　　　　’　／
i　あるから。　　　　　　　i　　’＼一＿ノ／　　　　　　　　　　、、＼一一一！，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i・入れば入るほど深みのあるi

（2）観察参加実習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i興味深い職業だと思ったかi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iら。
1…一…………・………・……一・－1　　　　　　　　　　　　n＝103　　　　　　　　　　　　i・教師という職業は大変だが・i

°自分に教職は向いていない；　マイナス傾向　　　　　　　　プラス傾向　　i生徒から得るものも多いのi

　と実感したから。　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　で。
…°

…’……”……”…’”一 @　　　習　　　　　iが大きくなったから・
希望なし　　　　あり
83．4％　　　　16．6％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　希望あり　　　　なし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　902％　　　　9．8％
②の教職希望の有無
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①の教職希望の有無

　　　　　　　　⑤その他　　　　　　　④迷っている　　　　　　③特になし

　　　　　鳳凋◎＼　鉦＼、　！ズ＼
　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　ロコ　コ　ロ　ロあ　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　　　　ロロロつ　　　　　　　　　コ

　　　　　　、　　　　　　　　’　　　　　　　　：10．7％　　　　　1　　　　　　　　L’　　　ノ　　　　，

　　　　　　　＼、　　　　　　　　，，”＼　　　　　　　　，”　　　　　　　　　　17．5％　　　　　ノ　　　　　／’
　　　　　　　　’・㍉『．一‘’ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　’㍉唱．．一一ノ’　　　　　　　　　　　　　　　　　　艦一一一．．．ノ

鎚謙i働［Ili　l霧瞬磯　　撫蹴詫ご
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i・教師も素晴らしい職業だとi　　　　　i　たから。　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　思うが、雇用条件など考えi　　　　　　：…………’…’’”……”……’…’…’」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　ると迷ってしまう。
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【考　察】　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　職希望の有無」の「無」とほぼ同じよう

「一………・一・……・………一・…一一・……一・一一…………1　　　な傾向を示している。

　〈教育実習〉

　・全体の52．9％が、実習によってさらに教i　i＊実習後プラスの傾向を示す割合を5．1

　　職に対する意識を高めている。その理由　i　i　「教職希望の有無」との関連でみてみる

　　として「よい授業やよい教師との出会い」　i　i　と、教育実習・観察参加実習ともプラス

　　を上げている者が多く・実習を通じてよ　i　i　の傾向を示す者は「教職希望有り」が圧

　　い授業を参観したり、教師と関わること　i　i　倒的であり、マイナス傾向は「教職希望

　　は、大きな意味をもっと考える。　　　　i　：　なし」が圧倒的な割合を示している。教

　・実習校の教師が生徒と心地よい人間関係　i　：　職希望の有無が実習の姿勢に大きく影響

　　を作っていることを観察したり、実習生　i　’　しているといえる。

　　自身が中学生との関わりを円滑にできた

　　ことによる成就感なども、プラスの傾向

　　の数字に表れている。　　　　　　　　　i　5．6　今後実習を行う後輩へのアドバイス

　・マイナス傾向の原因としては、「授業準　i　　「これから実習を行う後輩へのアドバイス」

　　備の大変さ」「思うような授業ができずi　という項目で、事前に心がけておきたい点や反

　　自信を失う」など、実習授業に関するも　i　省する点を問いかけた。

　　のが多かった。　　　　　　　　　　　　i　　回答の内容は、2つに大別できる。その1つ

　・無答及びその他が26．5％を占めるが、そ　、　は「生徒との関わり方」に関するもの、もう1

　　れは、5．1「教職希望の有無」と関係し　、　つは「実習に対する心構え」に関するものであっ

　　ていると考えられる。　　　　　　　　i　た。

　〈観察参加実習〉

　・全体の48．5％が観察参加実習により、教、　「生徒との関わり方」については、

　　職に対する意識を高めている。その理由

　　は、教育実習と大きく変わっていないが、、　　・実習生から積極的に話しかけていくこと

　　直接生徒や教師と関わることにより、こ　…　・　が必要（待ちの姿勢では、生徒と積極的

　　れまで中学校や中学生に抱いていたマイ　i　…　に関わることは難しい）。

　　ナスのイメージが変化したという意見も　i　i・「絶対にこうしよう。ああしよう。」と

　　多くみられた。　　　　　　　　　　i　：　意気込み過ぎると気ばかり焦って、生徒

゜高茎ζ朧賂膿∫繋詣ii嘉饗鐵麗；製灘ち灘
　　せない」など、生徒との人間関係による　i　i　に声をかけることも有効である。

　　ものが多くみられた・また・「教師1人ii’可能な限り生徒の名前を覚え・名前を言

　　脚人の生徒の面倒をみること」の大変iiいながら話しかけてみる・

．瀦罐ζ亀か迷っている」カ｛iLl惣鮪饗鮒桝r∵…

　　10．7％、「特になし・無答」が17．5％あ　i　などがあげられていた。

　　り、その2つで28．2％となっている。

　　「なりたい職業がすでにある」はm．7％　i　「実習に対する心構え」については、

ま瓢盤濃魏離罐i「腿ぞ；振駅曜磁醍ひ
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　　て扱われる。心構えをきちんとして望ま　i　今後教育実習が4週間、観察参加実習が1週間

　　ないと、得るものが少ない。　　　　　　：　と延長されることを前提として提言する。

　・学生生活とリズムが異なる。早起きの習

　　慣を1週間前ぐらいから整える。　　　　・　提言1　2年次教育実習事前事後指導について

　・授業については、集中して参加し、生徒　i　　現行では、2年次の「観察参加実習」までに

　　および教師の対応を十分に把握する。　　…　行う事前研究は、4回予定されており、主な内

　・附属の子どもは特別、という固定観念に・　容は、①オリェソテーショソ　②授業参観の視

　　とらわれず、白紙で実習に参加する。　　i　点　③生徒理解④附属校の理解と観察参加の

　・提出物等必要書類については、先輩に聞　…　課題、となっている。それぞれの講義の詳細に

　　いたりして忘れないようにする。　　　　i　ついては、教育実習事前研究講義要項に示され

1”…………　　”曹”……　……’…”…………；　ているが、事前の講義内容及び時数について検

などが主な意見であった。　　　　　　　　　　　討が必要である。とくに大学入学後、初めて小

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中学校の授業を観察する学生にとって、論理的

【考　察】　　　　　　　　　　　　　　　　　　な講義もさることながら、実際の授業場面を具

「”’…” @…　…　　””　　　　　　”…1　体的に視聴させる、IP／TVやVTRなどの活用

　・現在の学生たちは、教科の内容や、実習　・　が必要である。さらに視聴覚機器を活用するこ

　　授業の進め方など、教育実習・観察参加　i　とによって、学部と附属校とデュアルタイムで

　　実習の中心的な内容よりも、人間関係等　i　交流することにより、観察参加実習を初めて経

　　について、多くのストレスを感じている。i　験的に理解することができ、抵抗感の少ない状

　　とくに、扱い方の難しいといわれる中学　…　態で実習に参加することが可能になる。必然的

　　生との関わり方について、うまくいかなi　に観察参加実習までに6～8時間の事前研究の

　　いと答えているものが多い。　　　　　…　時間が必要になる。

　・心構えとしては、「学生ではなく、1人

　　の社会人としての自覚」などや、「生活　i　提言2　2年次の観察参加実習後に行われる

　　のリズムの変化に対応すること」の大切　・　　　　　「指導案の書き方」や「学級経営の理解」

　　さが述べられている。　　　　　　　　、　　　　等について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現行では観察参加実習後、2年次において上

　＊ボランティア活動などを積極的に行い、　・　記の内容で5回行われているが、実習生のニー

　　青少年をはじめ、多くの人々と接する経　i　ズや問題意識を考えると、それらは3年次教育

　　験を積むなど、大学を離れ、社会で人間　i　実習の前に行う必要がある。観察参加実習では

　　関係を日常的に育てていく機会を設定し　i　主に児童や生徒の観察参加が課題となり、略案

　　ていくことも大切である。　　　　　　　i　の書き方は必要であろうが、正規の指導案の書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き方まで考えが及ぼない場合が多い。むしろ、

　＊実習に対する心構え、提出書類等の連絡　i　授業研究を中心にして行う3年次の実習前に

　　を学部で確実に行う必要がある。　　　　i　　「指導案の書き方」や「学級経営の理解」を行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・二　うことが大切である。教育実習期間が延長され

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るまでの間に、これら教育実習事前研究の内容

　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　と期間等について検討することが必要である。
　　　　　　6．具体的な提言
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当然このことは、3年次教育実習後に3回行わ

　これまで、この調査を実施してきて明確になっ　　れる「教育実習事前事後指導」の内容の検討と

てきたことを基に、いくつかの提言を述べる。　　も密接に関係してくる。
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提言3　実習校での受け入れ体制にっいて　　　　提言5　学生自身の実習に対する取り組みにつ

　今後、教育実習・観察参加実習とも期間が延　　　　　いて

長される。この期間の延長によって、教育実習・　　現在の若者たちの特徴として、「指示待ち」

観察参加実習ともに「物理的な時間の不足」に　　であることがよく指摘される。このことは、今

よる問題点は、かなり解消されると考えられる。　回の調査でも明確にあらわれている。何から何

この機会に実習生受け入れ校である附属学校や　　まで、学部担当者や附属教官に依存するのでは

公立学校は、実習校における「オリエソテーショ　　なく、実習生自身が必要な内容を積極的に獲得

ソ」や「実習校指導」の内容とその回数を検討　　する姿勢で実習を行ってほしい。これまであげ

する必要がある。これまでは物理的な時間の不　　られているいくつかの問題点のなかには、実習

足から、それらのほとんどは実習第1日目に集　　生の実習に臨む姿勢によって解決できるものも

中して設定され、実習生にとっても十分な理解　　多くあると考えられる。自ら求めて学ぶ教育実

のないまま、実習に臨まざるを得なかった。今　　習をぜひ行っていってほしい。そのためのイソ

後は、実習期間全体をよく見直し、計画的にそ　　フォメーショソの場と機会を確保することが学

れらを配置して無理なく教育実習とその理論の　　部において必要であろう。

結合を図る工夫が必要である。

提言4学緻組等による「教職希望なし」の　　　参考文献

　　　実習生への対応について　　　　　　　　　横浜国立大学教育人間科学部附属教育実践研究

　今回の調査でもわかるように、教育実習にお　　指導セソター（1998）「多様化する教育実習教

いても約35％が「教職希望無し」と答えている。　育」一教育実習のミニマムエッセソスとは一附

観察参加実習では、その比率は40％以上にもなっ　　属横浜中学校　p．21－34

てきている。これら、教職希望をもたないもの

と教職希望を持つものとの比率は、今後ますま
す前者の増加が予想される．「撫に就く気は　　　添付資料

ないが、一応教育実習がどんなものか経験して　　教育実習、観察参加実習質問紙

みるだけ」というものと、「教育実習で精一杯

努力して、よりよい教師になりたい」という意

識のものとでは、その勤務態度や児童・生徒と

の関わり、実習授業や観察参加への取り組み、

また、エネルギー面でも大きな差があると考え

られる。このような状況における教育実習は、

どのように行っていったらよいか、教職希望者

が100％近い時代と同様の実習でよいのかどう

か抜本的に検討してみる必要があろう。
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教育実習アソケート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．1

　このアソケートは教育実習について、改善のための基礎資料とすることが目的です。

i下記について、回答をお願いします。

教育実習期間　　　　月　　日～　　月　　日（　　日間）

教科名　　　　　　　　　　主専攻　　副専攻　　男　　女

教育実習前での教員希望　　あ　り　　な　し　（　線部は一方に○をつける）

1　教育実習の充実度について、次の項目のうち最もあてはまる番号に○をつけてください。

また、その理由も、記述してください。

1　大変充実しており、得るものが多かった

2　苦労は多かったが、得るものもあった

3　苦労ばかりが多く、得るものがあまりなかった

4　毎日がゆううつで、得るものはなかった

5　良かったとも、悪かったともいえない

〈理由〉

II教育実習の内容について、次の項目のうち最もあてはまる欄に、それぞれ○をつけてくだ

　さい。また、○をつけた欄は、その理由も、記述してください。（欄が不足なら欄外へ）

オリエソテーショソ 授業と指導案 当校の教育 教科指導 学級指導

十分満足できる

かなり満足できる

ややものたりない

不満で　あ　る

理　　　　　　由



50　　　新潟大学教育人間科学部附属教育実践研究指導センター研究紀要　第19号　2000年

No．2

III教育実習の期間（主専攻は2週間、副専攻は1週間など）について、意見感想・要望等が

ありましたら、記述してください。

IV　教育実習事前・事後指導として、15回、30時間の学部での講義が行われます。この内容に

　ついて、最もあてはまる番号に○をつけてください。また、意見感想等も記述してください。

1　知識や理論が、実際の教育実習に、大変有効であった

2　知識や理論が、実際の教育実習に、ある程度役にたった

3　知識や理論が、実際の教育実習に、あまり役にたたなかった

4　知識や理論が、実際の教育実習に、まったく役にたたなかった

5　どちらともいえない

＊改善するとしたら、どのようにしたらよいか、具体的に記述してください。

V　これから教育実習を受ける学生に、アドバイス（事前の準備や生徒と接するときの心構え

など）がありましたら、記述してください。

VI教育実習を終えて、大学卒業後の進路に変化がありましたか。項目に○をつけ、理由があっ

たら記述してください。

変化があった　　　（なぜ→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　（どんな職種→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

変化がなかった　　（なぜ→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

冊　教育実習全般について、感想や意見、要望等がありましたら、記述してください。
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観察参加アソケート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N・．1

　このアソケートは観察参加について、改善のための基礎資料とすることが目的です。

i下記について・回答をお願いします・

観察参加期間　　　　月　　日～　　月　　日（　　日間）

教科名　　　　　　　　　　主専攻　　副専攻　　男　　女

現在の教員希望　　　　　　あ　り　　な　し　（　線部は一方に○をっける）

1　観察参加の充実度について、次の項目のうち最もあてはまる番号に○をつけてください。

また、その理由も、記述してください。

1　大変充実しており、得るものが多かった

2　苦労は多かったが、得るものもあった

3　苦労ばかりが多く、得るものがあまりなかった

4　毎日がゆううつで、得るものはなかった

5　良かったとも、悪かったともいえない

〈理由〉

II観察参加の内容について、次の項目のうち最もあてはまる欄に、それぞれ○をつけてくだ

　さい。また、○をつけた欄は、その理由も、記述してください。（欄が不足なら欄外へ）

オリエソテーショソ 観察記録 教科指導 学級指導

十分満足できる

かなり満足できる

ややものたりない

不満であ　る

理　　　　　　由
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．2

111観察参加の期間（2．5日）について、意見感想・要望等がありましたら、記述してくださ

　　いo

W　これから観察参加を受ける学生に、アドバイス（事前の準備や生徒と接するときの心構え

　など）がありましたら、記述してください。

V　観察参加を終えて、大学卒業後の進路に変化がありましたか。項目に○をつけ、理由があっ

　たら記述してください。

　　　　変化があった　　　（なぜ→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　（どんな職種→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　変化がなかった　　（なぜ→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

VI観察参加全般について、感想や意見、要望等がありましたら、記述してください。


